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平成２８年
（2016年） 3/15

　上宝町の本郷・在家・吉野地区では4月上旬に「子供祭り」が行
われます。この祭りは古くから続く地区伝統の行事で、笛や太鼓、
獅子舞、奴

やっこ

の練習をはじめ、屋台作りなどの準備もすべて子ども
たちだけで行う春祭りです。
　本郷少年団の団長を務める若

わかつき

月悠
ゆう

煕
き

さんは「先輩の教えを
しっかりと次に伝えていきたい」と小学生の団員を熱心に指導し
ていました。　　　 3月3日撮影：本郷多目的研修館（上宝町本郷）

子どもたちが守り、伝える「子供祭り」

つたえる・ひろげる・つくりだす  高山市制施行80周年
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高山市制施行80周年記念事業
記念式典（11月1日）

つたえる
高山祭屋臺
からくり競演

シンボル事業

特別事業

冠事業

高山駅自由通路
完成式典

第2回飛驒高山
文化芸術祭

こだま～れ2016

ひろげる つくりだす

第1部：表彰式 　第2部：未来創造会議（仮称）

●市制施行80周年記念特別展
●自治体ＰＲ映像の制作
●平和シンポジウム
●自然公園ガイドツアー
●東山寺院群至宝めぐり

※事業は平成28年度中に追加する場合もあります。 ※複数の基本方針に目的がまたがる場合もあります。

方針に関連する事業 方針に関連する事業 方針に関連する事業

●ふるさと発見てくてくウォーキング
●国際交流ウィーク
●外国人による日本語弁論大会
●飛驒春慶弦楽器イタリア演奏会
●ＮＨＫ地域実施全国放送公開番組

●芸能披露
●市民まつり（仮称）
●まちづくり協議会の
　活動ＰＲ映像の制作

や たい

1
0
0
年
先
の
未
来
ま
で
光
り
輝
く
高
山
市
の
た
め
に

市
制
施
行

　 
80
周
年
記
念
事
業

　
高
山
市
は
昭
和
11
年
11
月
１
日
に
市
制
を
施
行
し
、
今
年
で
80

年
を
迎
え
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
は
次
の
方
針
の
も
と
、
市
民
の
皆
様
や
各
種
団
体

と
と
も
に
記
念
事
業
を
実
施
し
、
100
年
先
の
未
来
ま
で
、
住
む
人

に
も
訪
れ
る
人
に
も
笑
顔
と
幸
せ
が
あ
ふ
れ
、
光
り
輝
く
高
山
市

を
築
く
契
機
の
年
と
し
ま
す
。

▼
基
本
方
針

　

市
で
は
、
80
周
年
を
市
民
の
皆
様

と
祝
い
、
将
来
に
つ
な
げ
て
い
く
た

め
、
３
つ
の
基
本
方
針
を
定
め
ま
し

た
。

（
１
）先
人
た
ち
が
守
り
、
築
き
上
げ

た
豊
か
な
自
然
や
歴
史
、
文
化
、
伝

統
へ
の
誇
り
と
愛
着
の
心
を
、
次
の

世
代
へ
『
つ
た
え
る
』

（
２
）市
民
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
主

体
が
連
携
し
、
地
域
間
・
都
市
間
・

世
代
間
な
ど
の
交
流
の
輪
を
『
ひ
ろ

げ
る
』

（
３
）
高
山
市
の
良
さ
を
再
発
見
ま

た
は
創
造
し
、
市
民
自
ら
が
表
現
す

る
こ
と
で
新
た
な
魅
力
を
『
つ
く
り

だ
す
』

▼
記
念
事
業

　

11
月
１
日
の
市
制
記
念

日
に
記
念
式
典
を
行
う
ほ

か
、
基
本
方
針
に
沿
っ
て
80

周
年
記
念
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
事
業
や
特
別
事
業
を
行

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
や
事
業
所
、
各
種
団

体
が
予
定
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
冠
を
つ
け
て
実
施
し
て
い
た
だ

く
事
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

冠
の
名
称
　
高
山
市
制
施
行
80
周
年

記
念

対
象
　
次
の
①
〜
③
に
該
当
す
る
事

業
①
平
成
28
年
度（
４
月
１
日
〜
平
成
29

年
３
月
31
日
）
に
開
催
す
る
事
業

②
基
本
方
針
「
つ
た
え
る
」
「
ひ
ろ
げ

る
」
「
つ
く
り
だ
す
」
に
合
致
す
る

事
業

③
高
山
市
制
施
行
80
周
年
に
ち
な
ん

だ
企
画
を
加
え
る
な
ど
し
て
実
施

す
る
事
業

申
込
方
法
　
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、窓
口
・
FAX
・
MAIL

※
申
請
書
は
企
画
課（
本
庁
４
階
）、

市
民
コ
ー
ナ
ー（
本
庁
１
階
）、各
支

所
に
あ
る
ほ
か
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

冠
事
業
に
採
用
さ
れ
た
場
合
は
、

申
請
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
に
「
高
山
市

制
施
行
80
周
年
記
念
」
の
名
称
が
使

用
で
き
る
ほ
か
、
市
広
報
紙
を
は
じ

め
積
極
的
に
P
R
し
ま
す
。

冠
か
ん
む
り

申
　
込

問
合
先

広
報
ID

企
画
課 

☎
35-

３
１
３
１

35-

３
１
７
４

M
ail:kikaku@city.takayama.lg.jp

１
０
０
６
８
９
３

FAX

問
合
先
企
画
課 

☎
35-

３
１
３
１

当時を振り返る…
「市制祝賀仮装行列（昭和11年11月）

事
業
募
集
中
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問
合
先
飛
驒
一
之
宮
観
光
協
会

☎
53-

２
１
４
９

45
回
特
別
記
念

全
国
民
謡
大
会

　

毎
年
恒
例
の
民
謡
の
祭
典『
全
国
民

謡
大
会
』が
今
年
45
回
記
念
と
市
制
施

行
80
周
年
を
記
念
し
、幻
の
飛
驒
民
謡

「
正
調
飛
驒
ハ
ン
ヤ
節
」の
復
活
上
演
な

ど
全
国
各
地
の
民
謡
が
楽
し
め
ま
す
。

期
日
　
４
月
３
日
㈰

時
間
　
午
後
０
時
30
分
開
演
〜
午
後
４

時
終
了

場
所
　
市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル（
昭

和
町
１
）  

※
入
場
無
料
で
す
。

第
65
回

飛
驒
生
き
び
な
祭

　

内だ
い

裏り

や
后き

さ
き

、官か
ん
じ
ょ女

に
扮
し
た
９
人
の

女
性
が
、雅が

楽が
く

や
太だ

い
だ
い々

神か
ぐ

楽ら

の
演
奏
の

中
、可
愛
ら
し
い
稚
児
を
伴
い
、神
社
周

辺
や
境
内
を
古
式
ゆ
か
し
く
練
り
歩
く

「
生
き
び
な
行
列
」が
見
も
の
で
す
。

　

80
周
年
を
記
念
し
、境
内
で
は
、土
雛

の
展
示
や
ま
ゆ
び
な
を
は
じ
め
と
す
る
地

元
特
産
品
の
販
売
、生
き
び
な
に
よ
る
餅

ま
き
な
ど
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

期
日
　
４
月
３
日
㈰

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時（
生
き

び
な
行
列
は
午
後
１
時
〜
）

場
所
　
飛
驒
一
宮
水
無
神
社（
一
之
宮
町
）

飛
驒
高
山
・
ま
つ
り
の
森

屋
臺
曳
き
揃
え

　

80
周
年
を
記
念
し
、開
業
以
来
地
中

光
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

『
挾
土
秀
平
展
』

　
　 

〜
土
の
ソ
ム
リ
エ
〜

　

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ「
真
田
丸
」の
題

字
を
手
掛
け
る
な
ど
、幅
広
く
活
動
し

て
い
る「
土
の
ソ
ム
リ
エ
」挾は

さ

土ど

秀し
ゅ
う

平へ
い

さ

ん
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

期
日
　
３
月
24
日
㈭
〜
６
月
23
日
㈭
ま
で

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所
　
光
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
中
山
町
）

※『
挾
土
秀
平
展
』は
無
料
で
す
が
、入

館
料
が
必
要
で
す
。

問
合
先
飛
驒
高
山
・
ま
つ
り
の
森

☎
37-

１
０
０
５

問
合
先
光
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

☎
34-

６
５
１
１

問
合
先
（
一
社
）飛
驒・高
山
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
協
会 

☎
36-

１
０
１
１

問
合
先
高
山
民
謡
連
合
会

☎
34-

３
４
５
５

高山祭屋臺からくり競演
春と秋のからくりが同時に見られるのはこの日だけ！

　春の高山祭の屋臺である「日枝神楽臺」によるお囃子と獅子舞をはじめ「三番叟」
「石橋臺」「龍神臺」によるからくり実演、秋の高山祭の屋臺である「布袋臺」のから
くり実演が披露されます。
　それぞれの高山祭の日にしか見られない屋臺が特別に披露される夢の競演です。

と  き  4月29日（金・祝）～30日㈯
ところ  高山陣屋前（八軒町1）

上演スケジュール

交通規制

4月29日（金・祝）
9:30 曳き揃え開始

10:00 日枝神楽臺の囃子と獅子舞

10:30 三番叟のからくり

11:00 石橋臺のからくり

11:30 龍神臺のからくり

12:00 布袋臺のからくり

13:30 日枝神楽臺の囃子と獅子舞

14:00 石橋臺のからくり

14:30 龍神臺のからくり

15:00 布袋臺のからくり

15:30 三番叟のからくり

16:00 曳き揃え終了

4月30日（土）
9:30 曳き揃え開始

10:00 日枝神楽臺の囃子と獅子舞

10:30 龍神臺のからくり

11:00 布袋臺のからくり

11:30 三番叟のからくり

12:00 石橋臺のからくり

13:30 日枝神楽臺の囃子と獅子舞

14:00 布袋臺のからくり

14:30 三番叟のからくり

15:00 石橋臺のからくり

15:30 龍神臺のからくり

16:00 曳き揃え終了

みんなでお祝い！４月に行われる市制施行８０周年冠事業
つた
える

つた
える

つた
える

ひろ
げる

ひろ
げる

高山祭屋臺からくり競演実行委員会事務局（観光課内） ☎35⊖3145問合先

市図書館「煥章館」市図書館「煥章館」

上一之町
上一之町
上二之町
上二之町

上三之町上三之町

●

●
●

神明町神明町

さ
ん
ま
ち
通
り

さ
ん
ま
ち
通
り

高山別院高山別院

下一之
町

下一之
町

下二之町下二之町

下三之町下三之町

宮川宮川

宮川宮川

朝日町朝日町

高山陣屋高山陣屋

高山郵便局高山郵便局 旧国道41号旧国道41号

川原町川原町

西町西町

神田町神田町

本町通り本町通り

本町通り本町通り

卍卍

安
川
通
り

安
川
通
り 安

川
交
番

安
川
交
番

弥
生
橋

弥
生
橋

鍛
治
橋

鍛
治
橋

柳
橋
柳
橋

中
橋
中
橋

八
軒
町
通
り

八
軒
町
通
り

駅
前
中
央
通
り

駅
前
中
央
通
り

国
分
寺
通
り

国
分
寺
通
り

広
小
路
通
り

広
小
路
通
り

筏
橋
筏
橋

○〒○〒

29日（金・祝） 午前8時～午後5時
30日㈯ 午前8時～午後5時

29日（金・祝） 午前8時～9時30分／午後4時～5時
30日㈯ 午前8時～9時30分／午後4時～5時

車両通行止

屋台通過時交通規制

●交通規制に伴う「通行禁止道路通行許可申請」は観光課（本庁2
階）までお願いします。

●のらマイカーなどのバス路線が一部変更になる場合があります。

第
35
回
我
楽
多
市

　

35
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
高
山
の

骨
董
市
で
す
。
80
周
年
記
念
と
し
て
、

我
楽
多
市
で
５
千
円
以
上
の
商
品
を
購

入
さ
れ
た
方
に
粗
品
を
進
呈
し
ま
す
。

期
日
　
４
月
〜
10
月
の
第
一
日
曜
日

時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所
　
さ
ん
ま
ち
通
り

ド
ー
ム
内
に
展
示
し
て
い
る
屋
台
を
初
め

て
、ま
つ
り
の
森
駐
車
場
に
８
台
曳
き
揃

え
ま
す
。

期
日
　
４
月
17
日
㈰

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所
　
飛
驒
高
山
・
ま
つ
り
の
森
駐
車
場

（
千
島
町
）

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

つたえる

シンボル
事業
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平和都市宣言に向けて

　市では、世界の恒久平和の実現に向け、市民のみなさんの平和への思いが込
められた宣言文をつくりあげ、世界に向けて発信することとしています。宣言文
は、人権、平和、教育、観光、国際交流、まちづくりなどの多様な分野、幅広い年
代層の市民からなる「高山市平和都市宣言検討会議」において検討されていま
す。検討会議は、昨年9月に第1回を開催し、これまで7回開催されました。文案
が完成次第、市民のみなさんにご意見をお伺いすることにしています。市民総
意の宣言となるようご協力をお願いします。

■第１回
　國島市長より、「市民の思いが込められた、市民が総意で平和を守り、平和の願
いを世界に広げていく宣言文にしていただきたい」と挨拶があり、委員に委嘱状が
交付されました。
■第2回
　中学生と戦争体験者からお話を伺いました。中学生からは「何か一つ自分が平
和のために努力できることをしていきたい」、戦争体験者からは「命を大切にしてほ
しい」と話がありました。
■第3回
　宣言に向けて募集した市民意見（7,935件）と、昨年10月に広島市長、長崎市長をお
招きして開催した「高山市平和サミット」の結果報告を行いました。
（市民意見の報告）
　● 平和を感じるときは、「普段の日常」が48％
　●世界の平和を実現するためには、「交流・相互理解・尊重」が36％
（高山市平和サミットの報告）
　●お互いの違いを受容して、対話することが大切（松井広島市長）
　● 次世代に記憶をつないでいくことが大切（田上長崎市長）
　● 平和は、自分達がつくっていくという思いが必要（國島市長）
■第4回～
　文章の検討、作成を進めています。

問合先
広報ID

市民活動推進課  ☎35⊖3412
1006968

会　長 黒
くろ

木
き

　正
まさゆき

之 （高山市社会教育委員会議）
副会長 元

もとなか

仲　しのぶ （高山人権擁護委員協議会）
 小

こ

林
ばやし

　伸
のぶ

子
こ

 （高山ユネスコ協会）
 高

たかくわ

桑　眞
ま さ こ

佐子 （国際ソロプチミスト高山）
 岡

おか

田
だ

　悦
えつ

子
こ

 （高山市教育委員会）
 滝

たきむら

村　一
かずひこ

彦 （飛驒地区高等学校長会）
 谷

たにぐち

口　律
りつ

生
お

 （高山市小中学校長会）
 池

いけ

田
だ

　光
みつひこ

彦 （高山市 PTA 連合会）

 谷
たにぐち

口　津
つ や こ

弥子 （高山市民憲章推進協議会）
 小

こ

林
ばやし

　浩
ひろし

 （高山市遺族会連合会）

 銅
どうじま

島　大
たいえん

衍 （高山市文化協会）
 堀

ほり

　　泰
やすのり

則 （飛驒高山国際誘客協議会）
 中

なかざわ

澤　澄
すみ

夫
お

 （高山市観光連絡協議会）
 住

すみおく

奥　久
ひさたか

隆 （飛驒高山国際協会）
 伊

い

藤
とう

　文
ふみ

子
こ

 （高山市民生児童委員協議会）
 平

ひらつか

塚　光
みつあき

明 （まちづくり協議会円卓会議）
 糠

ぬかづか

塚　良
りょういち

一 （高山市連合長寿会）
 坂

さかもと

本　智
とも

樹
き

 （高山商工会議所青年部会）
 生

いく

田
た

　チサト （公募）
 松

まつばら

原　滋
しげる

 （公募）

 西
にし

田
だ

　純
じゅんいち

一 （市企画管理部長）
 丸

まるやま

山　永
えい

二
じ

 （市市民活動部長）

経  過

検討の主な内容

委  員 （敬称略）

高山市平和都市宣言検討会議経過報告

市
役
所
の
各
窓
口

受
付
時
間
を
延
長
し
ま
す

　

住
所
異
動
な
ど
が
多
く
な
る
こ
の

時
季
、市
役
所
の
本
庁
で
は
、転
入
・

転
出
等
に
関
係
す
る
窓
口
業
務
の
受

付
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

期
間
　
3
月
29
日
㈫
〜
4
月
4
日
㈪

時
間
　
平
日
の
午
後
７
時
ま
で

　（
4
月
2
日
㈯
と
3
日
㈰
は
午
前

　 
9
時
〜
午
後
4
時
）

開
設
窓
口
と
受
付
業
務

▼
市
民
課（
☎
35
―

３
４
９
６
）

　

転
入・転
出
手
続
き
、証
明
書
の
交

付
請
求
、国
民
健
康
保
険・後
期
高

齢
者
医
療
・
国
民
年
金
の
加
入
や

喪
失
手
続
き  

ほ
か

▼
税
務
課（
☎
35
―

３
１
３
６
）

　

税
関
係
証
明
書
の
交
付
請
求
、原

動
機
付
自
転
車
の
新
規
登
録
・
名

義
変
更・廃
車
手
続
き

▼
福
祉
課（
☎
35
―

３
３
５
６
）

　

福
祉
医
療
の
手
続
き

▼
子
育
て
支
援
課（
☎
35
―

３
１
４
０
）

　

児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当
の
手

続
き

●
市
民
課
で
は
、通
常
の
窓
口
延
長

業
務
も
あ
わ
せ
て
実
施
し
ま
す
。

●
他
機
関
へ
の
確
認
が
必
要
な
場
合

や
、転
入
・
転
出
に
関
係
な
い
業
務

は
取
り
扱
い
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

●
支
所
で
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

　市民のみなさんから頂戴した意見や「高山市平和サミット」の結果をもとに、検討が進められています。詳細は、市 HP で公開してい
ますので、是非ご覧ください。
■どのような宣言文にするのか
● 全市民が主人公となって、平和への取り組みを進めていく動機づけとなる
●市外に向けて、高山市民の平和への思いを発信できる
●自然や伝統文化、人と人との絆、国際観光都市といった高山市の個性を

表わす
●「高山市民憲章」や「高山市の歌」、「高山市平和の日」の精神にもとづ

いている
● 未来を担う子どもを含む誰にでも伝わる文章、適度な文量など

■平和のために何をすべきか
● 戦争（原爆被害を含む）について学び、平和の大切さ

を次世代につなぐ
●素晴らしい郷土の継承
● 国際交流（異文化の受容）の推進、観光客のおもて

なし
● 発展途上国等の産業振興、貧困対策、教育の充実へ

の寄与など
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Ｊ
Ｒ
高
山
駅
の
東
西
出
入
口
・

自
由
通
路
の
愛
称
が
決
定
し
ま
し
た

　

J
R
高
山
駅
の
東
西
出
入
口
・

自
由
通
路
愛
称
募
集
に
つ
き
ま
し

て
は
、東
口
２
６
０
件
、西
口
２
４
９

件
、自
由
通
路
２
７
０
件
と
多
く
の

愛
称
を
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。
選

考
の
結
果
、愛
称
が
次
の
と
お
り
決

定
し
ま
し
た
。

東
口
　
乗の

り
く
ら
ぐ
ち

鞍
口

西
口
　
白は

く
さ
ん
ぐ
ち

山
口

自
由
通
路
　
匠た

く
み

通ど
お

り

　

愛
称
は
、高
山
駅
周
辺
地
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
委
員
、地
元
町
内
会

や
商
店
街
の
代
表
、高
山
駅
長
な
ど

に
よ
る「
愛
称
募
集
審
査
委
員
会
」

に
よ
り
選
考
さ
れ
た
優
秀
作
品
を

受
け
、市
長
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

東
口
に
は
市
民
憲
章
に
も
謳
わ
れ

て
い
る「
乗
鞍
」が
東
側
の
象
徴
と
し

て
、西
口
は
平
成
の
大
合
併
を
経
て

誕
生
し
た
高
山
市
の
西
端
に
位
置

す
る「
白
山
」が
象
徴
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。
乗
鞍
と
白

山
は
と
も
に
日
本
百
名
山
に
名
を

連
ね
て
お
り
、日
本
中
や
世
界
中
か

ら
訪
れ
る
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
も
親

し
ん
で
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、数
々
の「
匠
の

技
」が
展
示
さ
れ
る
自
由

通
路
の
愛
称
は
、高
山
の

伝
統
文
化
薫
る
場
所
の

象
徴
と
し
て「
匠
通
り
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

愛
称
採
用
者
に
つ
き

ま
し
て
は
、今
秋
開
催
す

る
自
由
通
路
完
成
式
典

に
て
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

至岐阜方面

至富山方面

交流広場と
駐車場

乗鞍口

白山口

匠通り

問
合
先

広
報
ID

駅
周
辺
整
備
課

☎
35-

３
１
８
０

１
０
０
７
０
２
３

慢
性
腎
臓
病（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）を
知
っ
て
い
ま
す
か

―
新
た
な
国
民
病「
慢
性
腎
臓
病（
C
K
D
）」を
予
防
し
ま
し
ょ
う
―

　

慢
性
腎
臓
病
（Chronic K

idney 
D

isease

：
C
K
D
）。
ふ
だ
ん
は
あ
ま

り
耳
に
し
ま
せ
ん
が
、
患
者
数
は
近

年
増
え
続
け
、
成
人
の
８
人
に
１
人

が
こ
の
状
態
と
も
い
わ
れ
、
新
た
な

国
民
病
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
進
行

し
、
腎
機
能
が
低
下
し
て
し
ま
う
と

生
命
や
生
活
の
質
に
重
大
な
影
響
を

与
え
ま
す
。

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
、
次
の
い
ず
れ
か
が
３
カ

月
以
上
続
く
場
合
を
い
い
ま
す
。

①
尿
検
査
の
異
常
（
蛋
白
・
潜
血
）

や
、
腎
障
害
を
示
す
所
見
が
あ
る

②
腎
機
能（
G
F
R
）が
、
60

／

min
／

１.

73
㎡ 

未
満
（
※
）

※
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
（
血
液
検

査
）
の
値
、
年
齢
、
性
別
か
ら
算
出

す
る
値
で
、
高
山
市
特
定
健
康
診

査
、
健
康
診
査
で
は
、
健
診
項
目

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

症  

状

　

初
期
に
は
自
覚
症
状
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
夜
間
の
尿
回
数
が
増

え
る
、
む
く
み
、
貧
血
、
疲
れ
や
す

い
、
な
ど
の
症
状
は
、
す
で
に
Ｃ
Ｋ

Ｄ
が
か
な
り
進
行
し
て
い
る
場
合
に

現
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
無
自
覚

の
う
ち
に
発
見
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
、
放
置
す
る
と
、
人
工
透

析
や
腎
移
植
が
必
要
な
末
期
腎
不
全

に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
心
筋
梗
塞
な

ど
の
心
血
管
疾
患
や
脳
血
管
疾
患
の

発
症
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
ま
す
。

原  

因

　

生
活
習
慣
病
、
特
に
糖
尿
病
や
高

血
圧
が
重
大
な
危
険
因
子
と
な
り
ま

す
。
他
に
も
、
脂
質
異
常
症
、
高
尿
酸

血
症
、
肥
満
、
そ
し
て
塩
分
過
剰
摂
取

や
喫
煙
と
い
っ
た
生
活
習
慣
と
の
関

連
が
深
い
の
が
特
徴
で
す
。
そ
の
た

め
誰
で
も
罹
患
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

予
防
＝
生
活
習
慣
病
の
予
防

　

ご
自
身
の
血
圧
値
や
血
糖
値
、
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
値
は
ご
存
じ
で
す
か
。

　

１
年
に
１
回
は
加
入
し
て
い
る
医

療
保
険
者
が
行
う
健
康
診
査
を
受
診

し
、
生
活
習
慣
病
が
知
ら
ぬ
間
に
発

症
し
て
い
な
い
か
を
確
認
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
す
で
に
高
血
圧
、
糖
尿

病
な
ど
で
治
療
中
の
方
は
、
か
か
り
つ

け
医
で
の
適
切
な
治
療
の
継
続
が
Ｃ

Ｋ
Ｄ
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
腎
臓
病
に
関
す
る
正
し

い
知
識
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
早
期
発

見
と
そ
の
後
の
適
切
な
治
療
に
よ
っ

て
重
症
化
を
予
防
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

１
年
に
１
回
は
健
診
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

腎臓の役割
　腎臓は人体の臓器の中で最も
重要な臓器のひとつです。腎臓は
毛細血管の集まりで、血液をろ過
し、尿をつくって体内の老廃物の
排泄を行い、人が健康で過ごせ
るよう極めて巧みに、体液のバラ
ンスをとる働きをしています。

問
合
先
健
康
推
進
課 

☎
35-

３
１
６
０
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　パソコンやスマートフォンなどの携帯
端末で、のらマイカー、まちなみバス、幹
線バスの乗換検索サービスを利用でき
るようになりました。
  「ナビタイム」および「ジョルダン」でサー
ビス提供を行っていますので、ぜひご利
用ください。
※デマンド運行便については、対象外と
　なります。

パソコンやスマートフォンから乗換検索！

デマンド（予約）運行の
利用方法

高山・清見・荘川・久々野・高根・上宝地域
（バス停のみデマンド ※1は出発の1時間前まで）
■受付時間
　利用予定日の1カ月前～前日の午後6時まで
■予約先（濃飛バス予約専用ダイヤル）
高山・清見・荘川・久々野・高根地域
　高山営業所 ☎33-7780
上宝・奥飛驒温泉郷地域
　神岡営業所 ☎0578-82-1161

一之宮・朝日地域（タクシーデマンド）
■受付時間
　一之宮地域は利用予定日の1カ月前～出発時刻
の45分前まで
　朝日地域は利用予定日の1カ月前～出発時刻の
1時間前まで
※受付時間は午前8時～午後8時まで（ただし、朝日
地域の午前10時以前の便は前日の午後8時まで）

■予約先（タクシー協会予約専用ダイヤル）
　予約センター ☎35-2110
※車内においても次回の
　予約が可能です。

　市では、市民のみなさんから
のご意見や利用状況などを踏
まえ、高山地域、丹生川地域、
清見地域、荘川地域、一之宮地
域、久々野地域、朝日地域、国
府地域の「のらマイカー」「まち
なみバス」の運行ダイヤ等の改
正を4月1日に行います。

バスの運行時刻等
を改正します
（4月1日改正）

問合先
広報ID

都市整備課
☎35⊖3176
1001162

●
高
山
地
域

【
南
線
・ま
ち
な
み
バ
ス
】 「
七
日
町
１
丁
目
」

バ
ス
停
を「
清せ

い
と
く
か
い

徳
会
宙そ

ら
ま
え前

」バ
ス
停
に
名
称
変

更●
丹
生
川
地
域

【
朴
の
木
線
】 「
い
こ
い
の
家
前
」バ
ス
停（
デ
マ

ン
ド
※
1
）を
新
設

「
板
殿
」バ
ス
停
を
デ
マ
ン
ド（
※
1
）化

【
荒
城
線
】 「
い
こ
い
の
家
前
」バ
ス
停（
デ
マ
ン

ド
※
1
）を
新
設

三
川
公
民
館（
11
：
12
）〜
呂
瀬
金
山（
12
：

39
） 「
三
駒
屋
口
」バ
ス
停
か
ら
降
車
専
用

（
※
2
）

三
川
公
民
館（
18
：
37
）〜
呂
瀬
金
山（
19
：

12
） 「
三
駒
屋
口
」バ
ス
停
か
ら
降
車
専
用

（
※
2
）

【
国
府
〜
折
敷
地
線
】 

国
府
駅
前（
18
：
00
）〜

え
び
す
の
湯（
18
：
30
） 「
三
駒
屋
口
」バ
ス
停

か
ら
降
車
専
用（
※
2
）

●
清
見
地
域

【
江
黒
線
】 

夏
厩（
17
：
45
）〜
し
だ
れ
桜
公
園

（
18
：
05
） 

「
夏
厩
宮
ノ
脇
前
」バ
ス
停
か
ら

降
車
専
用（
※
2
）

【
大
原
線
】 

清
見
診
療
所（
19
：
01
）〜
大
原

（
19
：
47
） 「
清
見
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
前
」

バ
ス
停
か
ら
先
を
デ
マ
ン
ド（
予
約
）運
行

●
荘
川
地
域

【
荘
川
線
】 
三
谷（
５
：
50
）〜
御
手
洗（
６
：

34
）を
運
休

●
一
之
宮
地
域（
タ
ク
シ
ー
デ
マ
ン
ド
）

【
一
之
宮
線
】 

７
便
を
増
便

寺
坂
本
前
発
９
：
15
、11
：
05
、12
：
00
、

15
：
45

臥
龍
の
郷
前
発
９
：
30
、12
：
15
、16
：
00

●
久
々
野
地
域

【
渚
線
】 

久
々
野
駅
前（
15
：
59
）〜
阿
多
粕
公

民
館（
16
：
29
） 「
あ
た
が
す
」バ
ス
停
か
ら
降

車
専
用（
※
2
）

【
朝
日
〜
久
々
野
線
】 

久
々
野
駅
前（
19
：
35
）

〜
朝
日
支
所（
19
：
51
） 「
柳
島
橋
」バ
ス
停
か

ら
降
車
専
用（
※
2
）

【
か
み
な
か
線
】 

久
々
野
駅
前
19
：
11
発
を

19
：
15
発
に
変
更

●
朝
日
地
域（
タ
ク
シ
ー
デ
マ
ン
ド
）

【
秋
神
線
】 「
秋
神
小
学
校
前
」バ
ス
停
を「
旧

秋
神
小
学
校
前
」バ
ス
停
に
名
称
変
更

【
小
谷
線
】 

２
便
を
増
便

朝
日
支
所
前
発
９
：
30
、12
：
00

【
九
蔵
線
】 「
二
又
線
入
口
」バ
ス
停
を「
二ふ

た
ま
た又

」

バ
ス
停
に
名
称
変
更
し
移
設

２
便
を
増
便

九
蔵
山
中
前
発
10
：
00
、13
：
00

●
国
府
地
域

【
川
西
線
】 「
糠
塚
公
民
館
前
」バ
ス
停
を
デ
マ

ン
ド（
※
1
）化

【
荒
城
線
】 「
桐
谷
公
民
館
前
」バ
ス
停
を
デ
マ

ン
ド（
※
1
）化

※
1 

デ
マ
ン
ド
の
バ
ス
停
・・・
対
象
バ
ス
停
で
乗

車
す
る
場
合
に
は
出
発
の
１
時
間
前
ま
で
に

予
約
が
必
要

※
2 

降
車
専
用
・・・
対
象
バ
ス
停
以
降
は
乗
車

　
で
き
ず
降
車
の
み
可
能

1006874広報ID
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毎月19日は食育の日です   運動や食生活の改善に取り組みましょう

●傍聴は先着順となります。●開催日時や場所が変更
する場合があります。また、議題など詳細についても
担当課へお問い合わせください。

委員会・審議会を
公開しています

公開予定の委員会・審議会
開催日 会議名ほか 担当課

3月22日
（火）

庁議（幹部会） 8:30～  
市役所 4階 特別会議室

企画課
☎ 35－3131

3月24日
（木）

社会教育委員会 
15：30～
市役所 3階行政委員会室

生涯学習課
☎ 35－3155

3月25日
（金）

農業委員会 13:30～
丹生川支所 大会議室

農業委員会
事務局

☎ 35－3141

3月28日
（月）

庁議（幹部会） 8:30～  
市役所 4階 特別会議室

企画課
☎ 35－3131

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　
マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん

教えて
マイナちゃん！

シリーズ「マイナンバー制度」 
⑯ 最終号 

マイナンバー（個人番号）カードの受取について

※受取場所は変更できますので事前にお問い合わせください。
※土、日曜日は大変混雑していますので、できるだけ平日におこしくださ

い。
※個人番号カードの休日交付は第３土、日曜日はシステム休止のため交

付できません。
※平日時間外の個人番号カード交付は、システムの稼動が１９時までです

ので１８時までに受付をお願いします。

　通知カードを紛失し、再発行される方がみ
えます。
　 通知カードは社会保障や税などの行政手
続きに必要なカードです。大切に保管しまし
ょう。

  「教えてマイナちゃんシリーズ」は今回で終
了しますが、マイナンバーについては随時お
知らせします。

マイナンバー（個人番号）カードの交付が始まってい
ます。市民課より交付通知書が届きましたら、窓口に
て受取をお願いします。

通知カードは大切に
保管しましょう。

マイナンバー専用電話 ☎0577-57-9294

●お早めに市民課または支所窓口での受取をお願いします。

市ではマイナンバー（個人番号）カードで
のコンビニ交付を１月から始めています。
公的な身分証明書としても利用できるマ
イナンバーカードを申請しましょう。

①マイナンバー（個人番号）カードの申請をされた方に、市民課
から交付通知書（ハガキ）と受取案内の入った封筒が郵送さ
れてきます

②市民課または各支所窓口でマイナンバー（個人番号）カード
受取の手続きをしてください

問合先 全国健康保険協会岐阜支部
☎058⊖255⊖5155

平成28年度保険料率
健康保険料率は引き下げとなります
（介護保険料率は変更ありません）

平成28年３月分（４月納付分）から
●健康保険料率　9.93％（引き下げ）
●介護保険料率　1.58％（変更なし）
となります。
　詳しくは全国健康保険協会（協会けん
ぽ）ホームページにてご確認ください。
https://www.kyoukaikenpo.or.jp/

全国健康保険協会（協会けんぽ）
岐阜支部に加入の皆様へ

子育て支援課 ☎35⊖3179問合先

子育てに関する各種相談窓口のご案内
　子育ては、悩みや不安、心配ごとも多く、大変だと思う時もあるかもしれません。
しかし、それ以上に楽しさや喜び、幸せな時もあるはずです。
　困った時には、少し立ち止まり一息つきましょう。あなたのそばには同じよう
に我が子を思う家族がいます。隣を見れば同じように子育てしている仲間たちが、
そして周囲にはあたたかく見守り、支えてくれる地域があります。
　市内には、各種相談窓口があります。一人で悩まず、お気軽にご相談ください。

その他、いじめSOSダイヤル（☎35－3500）、飛驒子ども相談センター（☎32
－0594）もあります。

相談窓口 内容 場所・電話番号

家庭児童相談室 家庭・児童全般に関する相
談

子育て支援課（本庁1階）
☎35－3179　
夜間・休日は☎32－3333

育児相談 主に０～３歳の子育てに関
する相談

子育て支援センター
（岡本保育園内）
☎33－7963

乳幼児相談 主に乳幼児を対象にした発
育や育児などに関する相談

健康推進課
（市保健センター内）
☎35－3160

発達相談 子どの発達に関する相談。
１８歳以上も可

福祉サービス総合相談支援
センター（本庁1階）
☎35－3002

母子・父子相談 母子・父子家庭の生活、養
育などに関する相談

子育て支援課（本庁1階）
☎35－3179
母子父子福祉センター

（総合福祉センター内）
☎35－0294

教育相談窓口 就学、学校生活などに関す
る相談

学校教育課（本庁3階）
☎35－3154
教育研究所（一之宮支所内）
☎53－2368
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メールMAIL

MAIL

ホームページHP 電話TELファクスFAX

FAX

郵送郵送ハガキ・往復ハガキ往 復
ハガキハガキ

で申し込む場合は、講座名・住所・氏名・電話番号を明記往 復
ハガキハガキ

募
集

情報のひろば

こころの電話相談  いのちサポートひだ ☎️36-4670（毎週土曜日午後7時～10時）

広告

大規模小売店舗
立地法の縦覧

事業者　株式会社バローホールディングス
名称　バローショッピングセンター高山店

　　（岡本町３）
内容　駐車場の位置および収容台数の

　　変更など
縦覧場所　商工課（本庁２階）
縦覧期間　７月４日㈪までの土日祝を除く

午前８時30分～午後５時15分　

問合先 商工課 ☎35⊖3144

申 込
問合先

市社会福祉協議会
☎35⊖0294

平成28年度 勤労青少年ホーム 第1回講座

曜日 講座名 回数 定員 材料費 開始時間 受講日

火
バランスボール 7 16 400円 19:30 4月12日～5月31日まで

パンとスイーツ 4 16 2,400円 19:00 4月12日～5月17日まで

水

ゆったりハタヨガ 6 15 ― 19:30 4月13日～5月25日まで

バドミントン
（花里小体育館） 6 20 700円 19:30 4月13日～5月25日まで

イタリア料理 1 16 1,000円 19:30 4月13日

木

ステップエクササイズ 5 10 500円 19:30 4月14日～5月19日まで

陶　芸 4 20 1回300～
1,000円位 19:00 4月28日～5月26日まで

茶道（裏千家） 6 15 600円 19:30 4月14日～5月26日まで

金

着付初級・中級 7 15 ― 19:00 4月8日～5月27日まで

ピラティス（セラバンド） 6 20 500円 19:30 4月8日～5月20日まで

かんたん家庭料理 2 16 2,000円 19:00 4月22日、5月20日

対象　市内に在住か在勤で35歳までの方　　場所　勤労青少年ホーム（花里町１）
参加料　参加料のほか傷害保険料として1,850円
申込方法　３月22日㈫までに来館・　　　　　　  （講座名、登録番号、氏名、住所、電
　話番号、生年月日記載）
※定員を超えた場合は抽選となります。

TEL FAX・・ MAIL

申 込
問合先

勤労青少年ホーム
☎32⊖0394　FAX35⊖2394
Mail：info@takayama-home.jp

申込方法　各申込期限までに来館・TEL・FAX・MAIL（ファクス、メール
　　　　  の場合は講座名、氏名、住所、電話番号を明記）

申 込
問合先

女性青少年会館  ☎32⊖0394　FAX35⊖2394
Mail：info@takayama-home.jp

対象　市内在住・在勤の方
期日　４月５日㈫、12日㈫
時間　午後７時～９時
場所　女性青少年会館（花里町１）
定員　15組（超えた場合は抽選）
参加料　無料
申込期限　３月29日㈫

対象　市内在住・在勤の方
期日　４月21日～５月26日までの毎週木
　　　曜日
時間　午前10時～正午
場所　女性青少年会館（花里町1）
定員　９人（超えた場合は抽選）
参加料　2,500円（テキスト代）
申込期限　３月31日㈭

対象　市内在住・在勤の方
期日　４月22日～５月27日までの毎週金
　　　曜日
時間　午前10時～正午

場所　女性青少年会館（花里町1）
定員　９人（超えた場合は抽選）
参加料　2,500円（テキスト代）
申込期限　３月31日㈭

裃
かみしも

はじめてのWord講座 はじめてのExcel講座

　講師に認知症研究で有名な遠
えんどう

藤英
ひでとし

俊先生（国立長寿医療研
究センター内科総合診療部長）をお迎えし、認知症予防の最先端
について講演いただきます。
期日　４月16日㈯
時間　①午前10時30分～正午（一般の方向け）
　　　②午後２時30分～４時30分（介護・医療などの専門職向け）
場所　市役所地下市民ホール（花岡町２）
演題　①「今からできる認知症予防 ～わたしらしい生活を目指して～」
　　　②「認知症になっても“その人”らしく！～現場で地域でご自宅で支える一人と
　　　　 して～」
定員　各250人（先着順）　 参加料　無料
申込方法　4月12日㈫までに窓口・TEL

認知症予防講演会

　昨年度に続きＮＰＯ法人まちづくり
スポットと高山信用金庫、飛驒信用
組合が連携し、大学生を対象としたイ
ンターンシップを実施しました。
　 大学生の活躍により、受け入れ企
業や地域にどのような変化が生まれ
たかなどを報告する「成果報告会」
を開催します。１カ月半にわたる若者
の成果をぜひお聞き下さい。入場無
料です。
期日　３月26日㈯
時間　午後１時30分～３時30分
場所　市役所地下市民ホール（花

岡町２）
申込方法　３月25日㈮ 午後５時まで

に FAX・MAIL（住所、氏名を明記くだ
さい）

大学生による
長期就業体験
成果報告会

〜ひだインターン留学〜

申 込
問合先

NPO法人まちづくりスポット
☎62⊖8550  FAX62⊖8580
Mail：info@machispo.org

着付け講座
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ホームページアドレス http://www.city.takayama.lg.jp/情報のひろば 市役所の住所　〒506-8555  花岡町2-18

募
集

広告

こころの体温計でストレス度を簡単チェック！
QRコードからアクセス ▼

募 集

対象　市内在住の方
期日　４月19日㈫  時間  午後１時～４時
場所　市役所（花岡町２）
定員　９人（超えた場合は抽選）
申込方法　４月12日㈫までに TEL

申込・問合先
　　広報 ID  

福祉課  ☎35⊖3139
1004899

弁護士による
無料法律相談会

シルバー人材センター
会員募集

犯罪被害者相談会

おさらい教室児童募集

　ぎふ犯罪被害者支援センターによる相
談会が開催されます。秘密は厳守されます。
期日　３月23日㈬
時間　午前11時～午後３時
場所　市役所（花岡町２）
当日受付　市民活動推進課（本庁３階）
※相談無料、事前申し込み不要です。

　授業の復習を中心とした少人数制の教
室です。小中学校を経験した先生OBが
教えます。
期日　毎週水曜日、金曜日の２日間
時間　午後５時～７時
場所　山王福祉センター（森下町１）
対象　小学1～6年生  教科  国語、算数
定員　各学年５人程度（先着順）　
月謝　4,300円／月　
申込方法　市シルバー人材センターにあ

る所定の用紙で申し込んでください。
※保護者の送迎が必要です。

　高齢者にふさわしい仕事を、家庭や企
業、公共団体から受けて、会員に提供し
ます。会員になってあなたの豊かな知識
や経験、技術を生かしませんか。
対象　60歳以上の健康で働く意欲のあ

る方
申込方法　毎月第３水曜日（６月までは第

１・第３水曜日）にシルバー人材センター
で開く説明会に参加し、入会申込書を
提出（支所地域の方は同センター各事
務所まで）

問合先

申　込
問合先

申　込
問合先

ぎふ犯罪被害者支援センター
☎0120⊖968⊖783

シルバー人材センター
☎32⊖8090

シルバー人材センター
☎32⊖8090

問合先
（公社）青年海外協力協会
中部支部 ☎052⊖459⊖7229
Mail:chubu-bosetu@joca.or.jp

　国際協力機構（JICA）では、平成
28年度JICAボランティア春募集「体
験談＆説明会」を行います。
期日　４月９日㈯
時間　午後３時～５時
場所　まちスポ飛驒高山（天満町1）

JICAボランティアに
参加しませんか

　来春の新規学卒者（平成29年３月大
学・短大・専門学校等卒業）の求人予定
の企業約50社が参加します。
　会場内では参加企業ごとにブースがあ
り、企業の事業内容などについて直接話
を聞くことができます。
日時　３月25日㈮  午後１時30分～４時
場所　市民文化会館（昭和町１）
※事前申込不要、入場無料です。

2017年3月卒業予定者
飛驒地域就職ガイダンス
申込・問合先
広報 ID

商工課  ☎35⊖3144
1002848

　人事院は平成28年度に次の採用試験
を行います。受験案内などは人事院の
ホームページからダウンロードできます。詳
しくはお問い合わせください。
申込期間（インターネット）
　◆総合職（院卒者、大卒程度）
　  ４月１日㈮～11日㈪
　◆一般職（大卒程度）
　  ４月８日㈮～20日㈬
　◆一般職（高卒程度）
　  ６月20日㈪～29日㈬

国家公務員採用試験
申 込
問合先

人事院中部事務局
☎ 052⊖961⊖6838  http://
www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

　平成29年歌会始のお題は
「野」と定められました。
　お題は「野

の

」ですが、歌に詠む場
合は「野」の文字が詠み込まれてい
ればよく、「野

の び

火」「視
し や

野」のような熟
語にしても差し支えありません。
宛先　〒100-8111（住所不要）
　　　宮内庁「詠進歌」
締切　９月30日㈮ 消印有効
お尋ね先　宮内庁式部職あてに、

郵便番号、住所、氏名を書き、返信
用切手を貼った封筒を添えて、９月
20日㈫までにお送りください。また
宮内庁ホームページでもご覧いた
だけます。

平成29年
歌会始のお題

問合先 宮内庁式部職
http://www.kunaicho.go.jp/

第1次試験　５月８日㈰ 岐阜市
受付期間　３月18日㈮～４月15日㈮
申込方法　採用試験申込書を受付期間中に警
　　　　　　察本部警務課に持参・郵送

※採用試験申込書は高山警察署にあるほか、岐
阜県庁 HP からダウンロードできます。

提出先　〒500-8501 岐阜市薮田南２-１-１
　　　　岐阜県警察本部 警務課 人事第一係

岐阜県警察官募集
平成28年度

試験区分 採用予定人員 受験資格 採用予定日

AⅠ（男性） 45人 昭和60年4月2日以降に生ま
れ、9月30日までに4年制大学
を卒業（見込み含む）した者

10月1日
AⅠ（女性） 5人

AⅡ（男性） 70人 昭和60年4月2日以降に生ま
れ、平成29年3月31日までに
4年制大学を卒業（見込み含
む）した者

平成29年
4月1日

AⅡ（女性） 15人

問合先 高山警察署 ☎32⊖0110
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屋外防災無線の内容は電話でもご確認いただけます ☎️35-6000

お
し
ら
せ

図書館からのお知らせ 問合先 市図書館「煥章館」 
☎32⊖3096

市営墓地は
みなさんで管理を

問合先 管財課 ☎35⊖3135

　市営墓地は使用者自身で
管理いただく墓地です。各自で掃除し、
ゴミなどは必ず持ち帰りましょう。
　また、線香やロウソクの火の取り扱い
には十分注意しましょう。駐車場のない
市営墓地には、車でのお墓参りはご遠慮
ください。

　納税者の方は、下記の期間に限り所有
資産の評価額を他の資産と比較すること
ができます。
期間　４月１日㈮～５月31日㈫　
　　　土日祝を除く
時間　午前８時30分～午後５時15分
場所　税務課・各支所地域振興課
対象　納税者本人、納税者と同一世帯で

生計を一にする親族、納税管理人、納
税者の委任状を持参した代理人
持ち物　印鑑、運転免許証など本人確認

できるもの

固定資産税評価額の縦覧
問合先
広報 ID

税務課  ☎35⊖3627
1000421

　軽自動車税は４月１日現在の所有者に
課税されます。廃棄したり譲渡した場合は
３月31日までに手続きをしましょう。
◉125cc以下の原付・小型特殊（農耕機
　 含む）など
  ☞税務課・支所地域振興課
◉125ccを超えるオートバイ
  ☞飛驒自動車検査登録事務所
　 （☎050―5540―2054）
◉軽自動車
  ☞軽自動車検査協会岐阜事務所
 　（☎050―3816―1775）
軽自動車税の減免について
　身体障害者手帳などをお持ちの方で、
基準に該当する方には軽自動車税の減
免制度があります。
※申請の締切日は納期限の７日前（４月25
　日）です。
※減免は普通自動車を含めて１人１台で
　す。

軽自動車・オートバイを
お持ちの方へ

問合先
広報 ID

税務課  ☎35⊖3136
1000422

　市では、電源立地地域対策交付金の
交付を受け、ごみの焼却・パトロールな
ど快適な環境づくりを進めています。

問合先 奥飛驒トレーニングセンタープール ☎0578⊖89⊖2145

問合先 外務省領事局政策課 ☎03⊖5501⊖8152

奥飛驒トレーニングセンタープール
期間　４月１日㈮～11月28日㈪
時間　平日 午後１時～８時　土日祝日 午前11時～午後５時
休館日　毎週火・水曜日（７月21日～8月25日までは火曜日のみ）
入場料　大人 250円　 小中学生 50円

いよいよ
オープン

　煥章館１階の生涯学習ホールは、会議や講演会、展示会などに利用できます。
広さ　204㎡（最大100人収容）※3分割できます。
設備　テーブルや椅子、演台のほか、ホワイトボード、プロジェクター、DVDプレイ

ヤーなどがあります。
申込方法　使用月の前月初日から煥章館２階で

受付
※使用日の３日前までに申し込んでください。
※使用料金や時間など、詳しくはお問い合わせく

ださい。

図書利用カードを作りませんか

生涯学習ホールの利用

　図書利用カードを作成すると、市図書館の本
館・分館で本を借りたり、予約やリクエストといっ
たサービスも利用できます。
◆はじめての方は
　本人確認書類（運転免許証や学生証など）を
持参し、市図書館にある利用申込書に必要事項
を記入のうえ、窓口に提出してください。
※住所や電話番号を変更した際も、窓口にて手続きください。

　たびレジは、海外旅行や海外出張される方が、旅行日程・滞在先・連絡先などを登
録すると、滞在先の最新の海外安全情報や緊急事態発生時の連絡メールやいざと
いう時の緊急連絡などが受け取れるシステムです。
登録方法　外務省ホームページから登録できます。
　　　　　https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/
登録後のメリット
（1）お役立ち情報の提供
　  渡航先在外公館の連絡先や海外安全情報などが見られます。
（2）緊急時の情報提供
　  登録したメールアドレスには、在外公館が出す緊急一斉通報や最新海外安全
　  情報が送られます。
（3）緊急時の連絡
　  渡航先の国・地域で緊急事態が発生した時には、登録した電話番号や宿泊
　  先を基に、緊急時の連絡を行います。

「たびレジ」に登録しましょう
海外旅行・海外出張される方へ

問合先 財政課 ☎35⊖3132
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し
ら
せ

ヒッツFMで「声の広報たかやま」を放送しています。1日と15日の午前6時～7時・午後10時～11時

3月1日現在の人口
総人口

男
女

世帯数

90,571人　
43,147人　
47,424人　
35,208世帯

（−109）
（ −45）
（ −64）
（  −5）

（　）内は前月比

東日本大震災の義援金
◆みなさまからお寄せいただいた義援金

88,684,582円
（2月29日現在の集計）

◎平成29年3月31日まで延長して、本庁または
　各支所で受付中です。

市内に流通する東日本17都県産食品の放射性物質検査の結果

放射性セシウムは検出されませんでした（測定下限値未満）。
調査日 産地 品目 測定値

２月16日㈫
静 岡 県 メ キ ャ ベ ツ 検出せず
静 岡 県 サラダオニオン 検出せず

２月９日㈫
新 潟 県 マ イ タ ケ 検出せず
静 岡 県 パ セ リ 検出せず

単位： Bq/kg
ベクレル毎キログラム

みなさんの「想い・願い」をしっかりと受け止め
こころのふるさと飛驒高山のまちづくりに活かします。

ふるさと納税で
飛驒高山を応援してください
飛驒高山ふるさと基金への寄附受付状況

（平成 28年 1月～ 2月分）

寄 附 件 数  199件
寄附金総額  7,528,000円

市内の空間放射線量率測定結果

健康に影響のないレベルです。

調査日 調査地点 測定値

２月15日㈪
古 い 町 並 0.096

奥飛驒温泉郷 0.076

２月１日㈪
古 い 町 並 0.108

奥飛驒温泉郷 0.066

単位： μSv/ｈ
マイクロシーベルト毎時

お し ら せ

３月19日㊏ 市内小学校卒業式

23日㊌ 市議会定例会最終日（予定）
24日㊍ 市内小学校修了式
25日㊎ 市内中学校修了式

4月 3日㊐ 第65回飛驒生きびな祭

6日㊌ 市内小学校始業式・入学式

7日㊍ 市内中学校始業式・入学式

9日㊏ リサイクル資源回収（久々野社教リサイクル）

14日㊍ 春の高山祭（～15日）

３月・４月のこよみ

《今後の予定》
リサイクル資源回収（4月16日・宮小中学校PTA合同）
市制施行80周年記念 高山祭屋臺からくり競演
　（4月29日～30日・高山陣屋前）

交 通 事 故 相 談

飛驒地域での巡回相談

　交通事故から生じるさまざまな問題について、
専任の交通事故相談員が相談に応じます。

県民生活相談センター
☎058-277-1001

期日　毎月第４水曜日 ※完全予約制　   時間　午前10時～午後３時
場所　飛驒総合庁舎（上岡本町７）　   申込方法　前日までに上記連絡先に TEL

相談日  月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く）　時間  午前８時30分～午後５時

高齢者健康教室  ひざ腰元気教室
対象　市内在住で65歳以上の方（過去に受講したことがない方）
定員　各15人程度　  参加料　無料
申込方法　４月13日㈬までに TEL

主な内容　健康チェックや健康体操、健康に関する学習会
※お元気な方を対象に行うため、身体状況により参加できない場合があります。

※初回は説明会になります。
申込・問合先 社会福祉協議会  ☎35⊖0294

期　間 時　間 場　所

4月19日～9月20日
毎週火曜日 午前10時～正午 久々野保健センター

（久々野町無数河）

4月20日～9月14日
毎週水曜日 午前9時30分～11時30分 よって館・天満

（天満町5）

4月20日～9月14日
毎週水曜日 午後1時30分～3時30分 総合福祉センター

（昭和町2）



12

カ
メ
ラ
レ
ポ
ー
ト

 

毎
月
15
日
号
で
は
季
節
の
話
題
や
出
来
事
を
お
伝
え
し
ま
す 

│

古紙パルプ配合率
70％再生紙を使用

印
刷
／
有
限
会
社 

大
六
印
刷

編集・発行／高山市企画管理部企画課
 〒506⊖8555 岐阜県高山市花岡町2丁目18番地
 TEL／0577⊖32⊖3333㈹
 FAX／0577⊖32⊖7000 （市長室直通）
 FAX／0577⊖35⊖3174 （企画課直通）

HP／http://www.city.takayama.lg.jp/
E-mail／kouhou@city.takayama.lg.jp
防災情報などは携帯電話でもご覧いただけます
携帯用HP／http://mobile.city.takayama.lg.jp/

検 索

　市では、高山に縁のある人や高山が好きな人との交流を広げ、高山を応援してもらいたいとい
う思いを込めた市公認のファンクラブ飛驒高山「めでたの会」を立ち上げました。
　めでたの会フェイスブックページでは、「高山に旅をしたい」「高山の物を買いたい」といった
気持につながるよう、日々 高山の営みを写真で紹介しています。
　多くの方に高山の情報をご覧いただくために、みなさんも「いいね！」や「シェア」でめでたの会
フェイスブックページを広めてください。

フェイスブックページに「いいね！」
みんなで高山をPRしよう！ 問合先

広報ID
企画課 ☎35⊖3134
1006853

飛 愛び交う歓声 らしい生きびなさま
卒園記念にドッジボール大会 高山短大附属幼稚園「ひな祭りの会」

市公認ファンクラブ

安 ゲ全安心なまちづくりのために ンジボタルのまち・石浦
災害時応援協定を締結 保護委員会が記念誌を発行

　災害時の応急対策を円滑に進めるため、市は一般社団法
人岐阜県測量設計業協会飛驒地区協議会と2月24日、災害
時応援協定を締結しました。
　今回の協定により、災害時に被害を受けた公共土木施設
の被害状況の応急調査や水害発生時の浸水状況調査を支
援いただけることになりました。
　なお、今回の調印により、市と応援協定を締結している団
体は73団体となりました。

　設立30周年の記念誌を発行した石浦町ゲンジボタル保護
委員会（会長・大

おおつぼ

坪 章
あきら

さん）が3月4日、西倉副市長のもとを
訪問されました。
　同会は、30年間にわたり、ホタルの保護をはじめ、観察
会や環境整備などさまざまな活動に取り組まれてきました。
大坪さんは「地道な活動の結果、平成26年には800匹余り
のホタルが乱舞する姿を観察することができました。今後も
市全体にとっての憩いの場となるよう取り組んでいきます」
と語りました。

　江名子・本母・三枝保育園の第1回卒園記念ドッジボール大
会が2月26日、清見B＆G海洋センター体育館で行われ、年
長園児96人が参加しました。
　この大会は、9月に開催される「第70回全国レクリエー
ション大会in岐阜」において当市がドッジボール大会の会場
となることから、競技の裾野を広げようと開催されました。
　園児らは、保護者や先生の声援を背に、元気いっぱいドッ
ジボールを楽しみました。

　高山短期大学附属幼稚園で3月3日、年長園児たちが生き
びなさまに扮する｢ひな祭りの会｣が行われました。
　今年で37回目となる「ひな祭りの会」は、同園の開園から
続く伝統行事で、ひな壇の小道具や衣装は廃材を利用し作ら
れており、代々大切に受け継がれてきたものです。
　会では、人形劇や園児全員による「うれしいひなまつり」
の合唱などが行われ、卒園を控えた年長園児は思い出に残
る楽しいひとときを過ごしました。


